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１.福島町議会基本条例に関する諮問会議委員の委嘱について

（１）委嘱方法について

委員委嘱の内訳は、専門１名（町外）と町内委員４名である。この内、
町内委員は公募（各戸チラシにより募集）により 2 名以内とし議員推薦で
残りを決定する方法とした。なお、専門委員は議長推薦とした。

（２）応募等の状況について

① 応募者〔２名〕

氏 名 住 所 年 齢

金 澤 富士子

常磐井 武 典

② 議員推薦〔２名〕

氏 名 住 所 年 齢

今 河 敏 行

要 田 東

③ 専門委員〔１名〕

北海道学園大学法学部教授 神 原 勝 氏

（３）委嘱委員の決定について

氏 名 住 所 公募等の区分

金 澤 富士子 公 募

常磐井 武 典 公 募

今 河 敏 行 議員推薦

要 田 東 議員推薦

神 原 勝 議長推薦
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【参考資料】諮問会議委員としての動機（考え方等）

○金澤 富士子

福島町に生まれ育ち５０年は住民として過ごしてきましたが常日頃感じ

ている町政に対して意見を述べる所もなく、町民達とこうしてほしい希望

等を話してきました。この機会にぜひ勉強させて頂き広く皆さんからの意

見を届けられるならと公募させて頂きます。町民を代表し議会に少しでも

痛切な声を反映させて頂けたら、光栄でございます。

○常磐井 武 典

福島町民となって２年が過ぎましたが、なかなか議会に足を運ぶ機会が有

りませんでした。「これからの福島」の舵取りを担う議会に対し、素人が率

直に思う事を申し述べさせていただき、素人には解り得ない議会を勉強させ

ていただきたく思います。

○今 河 敏 行

判りやすい議会と町民の目線での町政を通して、元気な町民の暮しができ

ればとの思いで応募しました。問題意識として、①自立プランにＨ１８年の

１年間仲間として参加させてもらい、福島町の進路は最終的に長及び議員各

人の保身の無い、町民への「思い入れの深さ」で決まると考える。②私塾を

５年半ボランティアでやり、将来子供達が、福島で活躍できる場（自然・産

業）を作る為に、「若い人材作り」の機関が必要と考える。

○要 田 東

町づくり基本条例と前後して福島町議会基本条例がつくられ名実共に住み

良い福島町を目指す努力が今ほど必要なときは無い中、微力でも、愛するふる

さとづくりにお手伝いできればと考えています。


